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（2018年３月31日受理）

１．はじめに（研究の動機）

　平成29年３月，新学習指導要領が告示された。平成30

年，幼稚園から全面実施が始まり，順次小学校，中学校，

高等学校と続いていく。中央教育審議会では，この学習

指導要領への改訂に向けた審議まとめ（素案）の中で，

現行学習指導要領の成果と課題を以下のようにとらえて

いる。

・音楽科，芸術科（音楽）においては，音楽のよさや楽

しさを感じるとともに，思いや意図を持って表現した

り味わって聴いたりする力を育成すること，音楽と生

活との関わりに関心を持って，生涯にわたり音楽文化

に親しむ態度を育むこと等に重点を置いて，その充実

を図ってきたところである。

・一方で，感性を働かせ，他者と協働しながら音楽表現

を生み出したり音楽を聴いてそのよさや価値等を考え

たりしていくこと，我が国や郷土の伝統音楽に親しみ，

よさを一層味わえるようにしていくこと，生活や社会

における音や音楽の働き，音楽文化についての関心や

理解を深めていくことについては，更なる充実が求め
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られるところである。

　平成20年の学習指導要領の改訂においても，グローバ

ル化など社会の動きは大きな焦点となり，音楽科の授業

では，心と体を使って触れたり感じたりする体験や，人

との関わりを通して，音楽のよさや価値を実感する活動

が重視されてきた。中央教育審議会の改訂に向けた素案

では，今後，「アクティブ・ラーニング」の視点に立ち，

活動と学びの関係性や，活動を通して何が身に付いたの

かという観点から，学習・指導の改善・充実を進めるこ

とが重要であることが述べられており，実際，新学習指

導要領では学校だけでは体験できない活動を考え地域に

働きかけることが教員の役割の一つとして明記されるま

でに至っている。

　学んだことが学校だけで完結してしまっていることに

は課題がある，ということが言われて久しいが，実際学

んだことを応用することは難しい。しかし教員も限られ

た授業時間の中で，アウトプット方法まで伝えることは

多岐にわたりすぎて難しいだろう。新指導要領では外部

の力を借りることについて，あまり後ろ向きではない。

外部の力を借りながら学びを充実させることは，地域の

格差が生じる原因にもなりかねないが，子どもたちに
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とって新鮮な体験ができる場であると考える。

　筆者の一人である廣畑は，香川県香川郡直島町で開催

されている「きらめき音楽会」という地域イベントの運

営スタッフとして関わっている。直島町は島という特性

上，島内全体でイベントや町おこしを運営する心意気が

ある。また，顔なじみも多いため，コミュニケーション

がとりやすい。新学習指導要領に明記される前から，地

域で子どもの教育を熱心に考える有志の方が集まって

様々な取り組みを行っている。関わった子どもたちの多

くは力を身につけ，卒業後それぞれの分野で活躍してお

り，全国的に知名度を上げる子どももいる。この事例や

その他地域の事例を考察し，地域の音楽活動のどのよう

な部分が子どもたちの成長を支援しているのかを考えた

い。

２．研 究 の 方 法

　学習指導要領の改訂のポイントを押さえたうえで，「き

らめき音楽会」の事例を考察し，この活動が具体的に子

どもたちにとってどのような影響を及ぼしているか考え

る。また，全国各地で地域と連携した学びの実践が行わ

れているが，事例を比較研究する過程で，地域音楽活動

の実践における効果の共通点を見出し，子どもにどのよ

うな支援ができるかについて考察する。今回比較の事例

には，岡山県高梁市で長きにわたって続いている「高梁

市　童謡まつり」を用いる。高梁市童謡まつり企画運営

委員会によって運営されているが，若手への引き継ぎが

一致団結して行われており一貫したテーマを追いかけて

取り組んだ結果，市のカラーが出てくるようになった事

例である。

３．新学習指導要領の改訂と直島の実践について

　平成29年３月告示の新学習指導要領は，平成30年に幼

稚園で全面実施され，順次，小学校，中学校，高等学校

でも実施される。新学習指導要領の中では「生活や社会」

という表現が頻出しているが，今回の改訂の基本的な考

え方には，

「現行学習指導要領の枠組みや教育内容を維持したうえ

で，知識の理解の質をさらに高め，確かな学力を育成す

ること」

と明記されており，より学習の目的が具体的に指示され

るとともに，学んだことを確実に実践できる力が求めら

れていることが見受けられる。

教育内容の主な改善項目としては，

・言語能力の確実な育成

・外国語教育の充実

・理数教育の充実

・道徳教育の充実

・伝統や文化に関する教育の充実

・体験活動の充実

などが掲げられており，音楽科でもこの改善項目を受け

て，これまでの目標では，「音楽活動を通して，愛好す

る心情や感性を育てる・基礎的な能力を培う・豊かな

情操を養う」という初歩的かつ感覚的なニュアンスで

留められていたものが，「音楽的な見方・考え方を働か

せ，生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能

力を次の通り育成することを目指す」という明確化さ

れた表現となり，知識・技能，思考力・判断力・表現力

等，学びに向かう人間性等の３本柱を立て，より詳細に

学習目標が記載された。小学校では和楽器を含む我が国

や郷土の伝統的な音楽の学習，中学校では生活や社会と

の関わりを考えていく学習を充実させることが明記され

ている。２年後に差し迫った東京オリンピック・パラリ

ンピックのような国際イベントを控えてグローバル化が

進み，AI（人工知能）の開発における情報化により社会

が急速に変化していることが教育内容の改善には大きく

影響していると考えられる。新学習指導要領の改訂スケ

ジュールの中にも社会的なイベントの開催が書き込まれ

ており，世の中の動きに注意を払いながら取り組まなけ

ればならないことを示唆している。改善項目の中におい

て，子どもたちは，未来の創り手となるために必要な知

識や力を確実に備えることが学校教育の中で習得できる

よう目指されているが，その中で，以前にも増して「カ

リキュラム・マネジメント」という言葉とその実践につ

いて強く提唱されている。学習指導要領等を受け止めつ

つ，子供たちの姿や地域の実情等を踏まえて，各学校が

設定する教育目標を実現するために，学習指導要領等に
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基づきどのような教育課程を編成し，どのようにそれを

実施・評価し改善していくのかを検討するかが求められ

ている。限られた授業時間数において，これまで以上を

求められる子どもはもちろん，教える学校側にも限界が

ある。また学校の中だけで得られることには限りがある。

カリキュラム・マネジメントの考え方の中には，学校で

は思いつかなかったような実践的な学びに取り組むため

に地域をはじめとした外部と連携することも含まれてい

る。教員の役割のもと，子どもたちにはとても刺激的で

印象深い体験を習得できる。この考えにおいて，主体的

に動くのは学校の役割の一つであることが新学習指導要

領の改訂のポイントとして挙げられている。カリキュラ

ム・マネジメントの考え方の中では，主体は学校にある

が，教員がそれを実践する上で，地域が声をかけて巻き

込んでいく姿勢を持つことも重要であると考える。

　人口約3,000人の香川県香川郡直島町はカリキュラム・

マネジメントの考え方が定着しているケースモデルであ

ると考える。コンパクトなコミュニティであることから，

世代を越えて容易にコミュニケーションができ，学校と

社会が連携した活動が機能し，長年継続しているものが

多い。直島町の小・中学校に赴任してくる教員は大概単

身赴任という形をとることに加え，任期は約３年。この

３年でいかに地域と関わるかが重要であり，事情を暗に

知っている地域の方も彼らが町に溶け込むことができる

よう積極的に働きかける。地域主導で始まった企画に参

加しないか声をかけ，運営に巻き込んでいく。単身であ

り，夜になると店はほとんど閉まる娯楽の少ない環境で

あることから，県庁所在地付近の学校と比較すると時間

に余裕があるため，活動にも参加しやすい。その過程で

様々なアイディアを学校に還元することにもつながり，

教員の学びの場にもなっている。地域と学校を運営する

教員が密にコミュニケーションをとれる環境であること

は，他にはない利点である。

４．きらめき音楽会の実践とその効果 

（１）音楽会について

　３章で述べたような環境を生かし，きらめき音楽会と

は，2001年から，「子どもたちの夢を育てる種まき事業」

となることをテーマに掲げ，直島町に住んでいる有志の

方が中心となり，ボランティアで会の企画・立案・運営

等を実践し今日までに至っている。地元直島の小・中・高・

大学生の器楽演奏の日頃の成果を発揮する場所になるこ

と，音楽への機運を高めてもらうことがねらいである。

毎年12月の２週目か３週目に開催されている。約３時間

の長丁場ステージではあるが，ステージに上がる人はゲ

スト含め，直島にゆかりのある人物であるため，聴衆も

より音楽を身近に感じることができる。200名定員の客

席は，時間によって出入りがあるものの，常に満席状態

である。

　主催はボランティアで構成された実行委員会である

が，メンバーは直島出身・在住者が８割，直島通勤者が

２割の割合で構成されている。構成員は口コミや紹介で

広がり，所属は，役場，工業系の企業，サービス関連企

業，行政関係，小学校教員，中学校教員など様々である

が，皆，音楽に造詣があることに加え，子どもの成長支

援に関わっていく意識を高く持っている。スタッフは完

全に裏方に回る人もいれば，出演を兼ねる人もいるので，

本番が大変ではあるものの，ステージだけでなくバック

ヤードへの知識や理解を深めることにもつながってい

る。直島町教育委員会の後援を受けているが，名義だけ

でなく，チラシ配布作業の補助，音響機材の貸出・運搬・

設置などを手伝ってくれている。

　会の運営は音楽会開催の１年前から月１回の会合を行

い，プログラムの構成を練っている。町内放送やSNSを

活用して参加者の募集をかけているが，自薦の参加者は

子どもたちを中心に例年10組以上集まっている。また，

ゲストを例年招いており，口笛世界チャンピオンや民族

楽器奏者など学校の授業等では見る機会のないプロの奏

者を呼ぶことにも力を入れている。

　名義や金銭的な援助では，町の教育委員会の後援や，

活動への助成金制度があり，活用をしている。直島町北

部に広がる工業地帯の企業も，地元活動の応援には積極

的で，運営スタッフが株式会社三菱マテリアルを中心と

した関連会社を約30社程度周ってほぼ全ての企業が，活

動に金銭的な寄付をしてくれている。寄付の使途は基本

的に運営費用（会場使用料，備品購入，音響等の委託費）

に充てられるが，残った費用で中学校や小学校の音楽に

関連する備品購入を行い，教育に役立ててもらっている。

2017年で開催17年目を迎えた長寿イベントであるが，年
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ごとにプログラムは変化している。2014年までは，個人・

グループによる発表会形式であったが，2015年はそれに

加え，運営を取り仕切るスタッフによってテーマを設け

て合同演奏を行った。これまでの会よりも「なぜ」きら

めき音楽会が開催されているのか，という意図を明確に

持って取り組むことができた。しかし一方で，2015年の

会はで実行委員会のパフォーマンスが中心になってしま

い，子どもたちが主役ではなかった。音楽会の個性を形

作るうえで，挑戦したことは大きな飛躍であったが課題

は残ってしまった。2016年以降はその課題から，発表会

形式のプログラムに加え，各世代，所属の違うスタッフ

が一堂に集まり，皆で演奏する合唱と合奏の場を設けた。

参加が一丸となって音楽会を作り上げる場ができた。そ

して，2017年はさらにレベルをあげてミュージカルに取

り組んだ。普通の暮らしにおいて子どもたちが，自分よ

り半世紀以上年を重ねた人や一企業に勤務している人と

一緒に物事を考えたり，演奏したり，議論を行う機会に

はなかなか恵まれない。世代を越えて「音楽が好き」と

いう感情を共有しながら，１つの音楽会を作ることがで

きている。このような音楽会を，所属を越えて集まった

実行委員会のメンバーがまとめあげて形にしていくので

ある。学校・企業・行政が三位一体となって演奏に臨み，

この場を通してそれぞれの所属を越えて演奏を行うスタ

イルが徐々に定着している。それぞれのスケジュールを

調整し，休日を使って練習に取り組んでいるので，個人

の意識が高くないと練習等についていくことができな

い。ゆえに真剣に音楽に取り組む人が集まりやすく，あ

る一定のレベル感を担保することができている。

（２）音楽会の効果

　（１）で述べたような運営体制の中で音楽に取り組ん

だ初年度の学生も現時点で30歳を超えているが，その後

も音楽活動に積極的に取り組んでいる。当時中学生で

あった現・副実行委員長の浜村将次氏は，きらめき音楽

会での演奏活動で実力を伸ばし，平成17年に香川県で開

催されたのど自慢のチャンピオンとなり，2004年のＮＨ

Ｋのど自慢チャンピオン大会に出場している。その後も，

地元企業で働きながら香川県を中心に数多くのコンサー

トに出演している。多忙の合間を縫って，きらめき音楽

会の会合にも定期的に参加している。同じく開催当初に

参加していた高本りな氏は，現在バークリー音楽院に通

い実力の研鑽を続けている。映画の主題歌を歌うなど，

活躍は目覚ましい。その他，開催当初はピアノが大好き

だった小学生が高校生になり，実行委員会へと立候補し

てきてくれたり，高校生になって音楽関連の部活に入部

したり，それぞれの中でここでの音楽の体験が役立って

いる。

　浜村氏になぜ現在も活動を続けているのかインタ

ビューしたところ，

「音楽を通して様々な出会いがある。また学生時代は単

純に出演側だったが，こうしてバックヤードの経験をす

ることで，その当時自分たちを支えてくれていた大人た

ちのありがたみを感じる。自分たちの演奏する場をしっ

かり作るとともに，自分たちがしてもらったことをまた

次世代にもしてあげたい。当時からの仲間に加え，活動

を通して出会った仲間とともにこれからもできる限りの

ことはやっていきたい。」

という思いを持っていた。浜村氏は，これまで様々な世

代とコミュニケーションをとって会を進める過程で，会

が関係者の絶妙な関係で成り立っていることを痛感した

ようである。長きにわたって実行委員長も経験していた

ので，苦労もあったと思われるが，最終的には人との関

わりや次世代への思い，音楽が好きだという意思がある

ことにより今日まで活動している。

　子どもたちにとってきらめき音楽会は下記のようなメ

リットがあると考えられる。

中学生，教師，直島町役場職員，ALT，会社員などが集

まって好演したミュージカル「サウンドオブミュージッ

ク」。（2017年12月）
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・ステージの経験が積める。

・プロのミュージシャンの演奏を間近で聞くことができ

る。

・さらにはそのミュージシャンと同じステージに立つこ

とできる。

・音楽を通した交流が学校の外にも広がり，知見が広が

る。

・音楽会の成り立ちを知ることができる（寄付や助成の

こと）。

・様々な人に応援されていることを知り，感謝の心が養

われる。

・世代間コミュニケーション能力が身に付き社会性が身

に付く。

　学校における音楽科の目標はどちらかというと，蓄積

していくことに重きが置かれているが，こうした地域と

の活動を通すことで，学んだことをアウトプットし，さ

らには評価されるということを意図的に学ぶので，子ど

もたちにとっても指導する教員側にとっても，まさに実

践的な学習となる。

４．きらめき音楽会創始者インタビュー

　きらめき音楽会はボランティアで構成された運営組織

であるが，創始者は直島町在住の堀口容子氏という人物

である。堀口氏は，常に運営会議に出席し，子どもたち

のために何ができるか，熱意をもって取り組んでいる。

しかしこの活動は完全ボランティアで，開催までの負担

も決して少ないとは言えない。しかし17年間続き，さら

に発展しようとしている。この活動における堀口氏の思

いと，創始者から見る今後の展望などを伺った。

Ｑ１．開催の意図

　当時「心の相談員」として小・中学校に通っていた折

に聞いていた，生徒たちによるアカペラや，ピアノ，歌

がとても上手だと思っていた。この子たちに活動の場が

何か与えられないだろうか，と常日頃から考えていた。

教育委員会による第21回中国・四国地区社会教育研究大

会香川大会に参加し，岡山県苫田郡鏡野町の発表で①子

どもに失敗させる，②個性を伸ばす，③その人なりに良

く生きる，④学校と家庭，地域との関り（繋がり）を考

えることの重要性を学び，直島でも実践させようと思っ

たのが始まりであった。

　直島は人数の規模からクラブ活動等が限られており，

男子生徒が楽しめる野球やサッカーはあったが，女子学

生が楽しめる場所がほとんどなかった。これを懸念し，

生徒対して「学校の外でやりたいことはないか？」とい

うアンケートを取ったところ，子どもたちには，様々な

欲求を持っているが実現できないことが多くあることが

わかった。その当時中学生に歌のうまい男の子，ピアノ

のうまい女の子がいたが，音楽を発表する場所がなかっ

たので，活躍できる場所を作ってあげたいと思った。ま

た，直島ではなかなか文化的な体験をさせてあげること

ができないので，プロの演奏家の生演奏を聴くことがで

きる機会を作り，音楽に対する夢や希望を持ってほしい

と思い，当時流行していたアカペラができるグループを

招聘し，憧れの世界を近づけることで更に夢と希望を膨

らませようと思ったのが最初のきっかけであった。

Ｑ２．やっていてよかったと感じること

　きらめき音楽会に出演した子どもたちが音楽を今も続

けていること。音楽で活躍していること。音楽によって，

学校・行政・企業が一体となったこと。

Ｑ３．課題

　長年実施していく過程で音楽会の在り方が変わってい

る。出演者が多種多様になる過程で「子どもの教育」に

対する気持ちの在り方が低くなることもあるので，常に

目線合わせと方針の確認は必要だと思っている。またゲ

ストを呼ばない時期もあったが，直島町内で完結してし

まうイベントになってしまうことは避けたい。なぜなら，

子どもが島の外の文化に触れることによって，視野を広

げてほしい・文化的な良い体験をしてもらいらいと思っ

ているからである。関わる人が増えてくる過程において，

常に子どもたちを大切に思う気持ちを，メンバー全員の

共通認識にしておきたい。

　また，活動は数値化できていない。数字の指標がすべ

てではないが，目標に対してどのようなことを活動の中

に組み込んで実現させることができたか，仮説検証のプ

ロセスはもう少し必要であると考える。音楽会は客観的
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にみてどのような出来栄えだったかを確認する手段も現

在存在していない。どのような評価がなされているかは，

現状直接お声がけいただくか，風評のみなので，改善点

が集まりにくい。もう少しどのように伝わっているのか，

効果があるのかを定量的に調査していく必要がある。た

だ，数字を取りに行くのは目的ではない。取り組む人た

ちが何を考え，どのような表現をしたいか，ということ

が，目的通りかどうかを図る指標でなければならないと

思っている。

Ｑ４．今後の展望

　直島のいいところは，地域全体で子どもを育てていく

ということが昔から定着していて，世代が変わった現在

でもその意識が高いところだと思う。この地域全員で臨

んでいく体制を引き続き継続させながら，さらなる発展

を目指したい。

　所属や世代を越えてアウトプットできる場所になった

ので，その手段を生かして次は何に取り組むか，内容の

深化が求められている。社会の変化を感じ取りながら，

子どもたちに何ができるかを考え，形にするとともに，

協力者を増やしていきたい。

　堀口氏の考えには一貫して「子どもたちのために」と

いう思いがある。一貫性のある思いに惹きつけられて，

その活動の運営に様々な人が関わり，会が17年継続して

きた。直島町という個人の顔がすぐに思い浮かぶような

コミュニティであれば，堀口氏のように地域で熱い思い

を持っているキーマンを探しやすいが，核家族化が進み，

その土地に代々根差している人が少なくなってきている

今日，地域との関係は都市部を中心に希薄になる一方で

ある。このように１名のキーマンによって活動が盛り上

がる，というのは稀なケースではあると思われるが，人

を巻き込みながら活動を続けることにより，その規模が

大きくなる可能性はある。また堀口氏は四国新聞の直島

通信員である。おりーぶ通信という記事を書いて活動を

掲載しているため，香川県での認知は上昇している。ま

た直島町長（2018年３月時点）濱中満氏は音楽に造詣が

あり，若者のイベントを応援するとともに，自身もギター

演奏をして出演している。直島町公式ホームページの町

長日記において，活動が詳細に記載され，取り組みは県

内外の方が知るものへと広がりを見せつつある。関係者

による広報活動によって，さらに社会性が高まり，子ど

もたちにとっては貴重なアウトプットの機会になってい

る。直島という特徴ある地域ならではのケースであるも

のの，こうした取り組みが他にもないか調べてみた。

５．その他地域における音楽活動の実例

―岡山県高梁市　童謡まつりイン高梁―

　岡山県高梁市では，1985年から「童謡のまちづくり」

の取り組みがスタートした。これは，このまちづくりの

事業の趣旨に賛同する民間団体を中心とする代表者で童

謡のまちづくり推進委員会を設置して，活動している。

有志の活動ではあるが，継続して活動が続いていくよう

実行委員会内の若手育成に力を入れている。イベントは

1986年から始まり，2016年の開催で31回目を迎えている

歴史あるイベントである。日本童謡協会が1984年に「童

謡の日」と制定した７月１日前後に，１日目は著名なゲ

スト，２日目は地元の合唱団を中心に，高梁市総合文化

会館を会場に開催されていたが，2000年度の第15回より

１日の開催となり，著名なゲストの出演を取りやめて，

県内外から合唱グループを招待して交流するなど，手作

りで盛り上げる取り組みになっている。第27回には岡山

県出身で高梁市のPR大使の小六禮次郎氏と倍賞千恵子氏

を迎えたトークショーなども行われ，童謡というテーマ

のもと，一貫性を持って地域が絶え間なくアウトプット

活動に取り組んでいることが伺える。高梁市といえば合

唱というイメージも定着している。2005年までは，高梁

市教育委員会が事務局として，まちづくり推進委員会や

出演団体の招集や事業資金の捻出，ゲストの交渉，ステー

ジの企画等を行っていた。2006年度からは，出演団体の

関係者で運営が実施されることになった。

　現在の状態や，学校と地域の関わり方を見ていると，

直島に似ているところがある。人口約30,000人の都市に

おいて，地元有志が中心となって進行するエネルギーは

計り知れないものがあるが高梁市と直島町の大きな違い

は，最初に動いた意図であると考える。子どもの教育に

重きが置かれていることはもちろんであるが，高梁市は

行政による初動から，町をいかに特徴づけていくか，と

いう部分からのスタートさせている。約30,000人を束ね
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る上では，行政等の大きな力による支援は必要不可欠で

あろう。一貫したテーマ設定を行政が担ったうえで，志

のある団体や関係者に派生していった実例である。コ

ミュニケーションが必ずしも直接行えるような規模間で

ないところは，そのコミュニケーション内容をどう第三

者の協力を得ながら実施していくか，ということの攻略

を示している一例である。

　こうした地道な活動を通じて，高梁市は現在も合唱の

強豪校として県内での地位を保っている。

６．ま　　と　　め

　様々な事例からわかるのは，学校の外で取り組む活動

の印象が，子どもの成長課程でもたらす影響は大きい。

　たたしその実践には，学校・社会・行政が三位一体と

なって実働レベルで協力し合える体制が必要である。

　音楽は，学んだことをアウトプットする過程で学ぶこ

とが多い。アウトプットする発表の場を生み出すために，

地域と常日頃からいかに関わっていくかは教員が常に考

えるべきポイントである。直島のように，音楽会に関わ

る人たちが，密なコミュニケーションをとりやすい地域

もあるが，大半はそうではない。教員は絶えず地域との

連携で子どもにプラスの作用をもたらすことを考えると

ともに地域で暮らす人々もまた次世代の育成のために何

ができるかを考え，できる限り積極的に協力し，コミュ

ニケーションをとっていく姿勢が今後こそ重要であると

考える。しかしどのようにコミュニケーションをとって

いくのか，具体的にしていくことに課題があると考える。

　新学習指導要領の全面実施を順次迎えるが，学校の中

だけで学びを完結させるのではなく，地域で音楽に取り

組んでいる学校関係者以外も，何ができるのかを改めて

考え行動することが学習指導要領の目指す目標に近づく

ために必要な要素となると考える。
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